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超小型衛星を用いる Nano-JASMINEは、3年程度前に FMの組み立ては完了し、FMの維持管理、運用訓練
の実施、および地上通信局やデータ解析の準備を行っている。さらに Gaiaが観測できない明るい星に対しても
Nano-JASMINEは観測できることから、将来はGaiaとNano-JASMINEの観測データを合わせたデータアーカイ
ブも制作することとなり、準備経費も採択され、Gaiaコミュニティとの検討が開始された。一方、小型 JASMINE
は、年周視差を 10 ∼ 70µ秒角の精度（固有運動 10 ∼ 70µ秒角/年）でバルジ中心領域の数平方度を測定するとと
もに、その他興味ある特定天体（CygX-1、ガンマ線連星や系外惑星、褐色矮星、星形成領域等）方向に対しても
位置天文観測を行う計画である。JAXA宇宙研による公募型小型計画（イプシロン搭載宇宙科学ミッション）へ
のミッション提案に向けて準備を進めている。衛星システムの検討に関しては、ミッション・システム要求を満た
す概念設計や仕様案ができてきた。さらに、今後の開発検証の実施計画やリスク認識、バックアップ対策、さら
に、総合的なコスト評価の検討を進めている。また、小型 JASMINEで拓ける新たなサイエンスの検討も進み、
褐色矮星や星形成領域、活動恒星に関する研究分野でも科学的成果が期待できることが分かってきた。


